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「 オール広川」で脱炭素社会の実現に向けて、スタ ート ！

対策１ 　 再エネ

対策２ 　 省エネ

PPA 事業を開始し ます

省エネ家電買い換え事業を推進し ます

　 町有施設への再生可能エネルギー等

の導入を 行います。 町と 契約し た事業

者が、 PPA 事業の太陽光発電設備、 蓄

電池等の設置、 管理を 行います。 エネ

ルギーを 最大限地産地消し 、 温室効果

ガスの排出を 抑制し ます。

 省エネ基準達成率 1 0 0 ％以上の家電

の買い替えを 促進し 、 家庭の消費電力

量の引き 下げを 進めます。

対象家電　 エアコ ン ・ 冷蔵庫・ テレ ビ

補助金　 実支出の３ 割　 上限 45 ,000 円

詳し く は、 ホームページまたは環境課へ

　 近年、 地球温暖化が原因と みら れる 気候変動の影響に

よ り 、 世界各地で自然災害が頻発し 、 私たち の暮ら し や

社会活動に影響を 及ぼし ており 、 その対策は不可欠なも

のと なっ ており ます。  政府は、 目標達成に向け、 2 0 5 0  

年までに温室効果ガスの排出を 全体と し て実質ゼロ にす

る「 カ ーボン ニュ ート ラ ル」 を 表明、 2 0 2 1 年に閣議決

定さ れた地球温暖化対策計画では、 2 0 3 0 年度目標と し

て、「 温室効果ガスを 2 0 1 3 年度から 4 6 ％削減するこ と

を 目指し 、 さ ら に、 5 0 ％の高みに向け、 挑戦を 続けてい

く 。」 こ と を 表明し 、 地方自治体や民間企業等の主体によ

る取組の重要性が示さ れまし た。

　 私たち のまち 広川は、 河川や緑豊かな自然を 有し 、 伝

統や文化など人々を 魅了する 地域資源に恵ま れたま ち で

す。 昨今、 本町においても 、 集中豪雨によ る 浸水被害な

ど に見舞われており ま すが、 先人たち が守り 、 育んでき

たこ の豊かな環境と と も に、 ま ち が持続的な発展を し て

いく ためには、 こ れら の目標は必ず達成し なければなら

ない課題です。  

　 こ れから は、 私たち 一人ひと り が今まで以上に地球環

境に強い危機感を 持ち、 脱炭素への取組を 強化し 、 自分

たち にでき る こ と を 一つひと つ進めていく 必要があり ま

す。  そこ で、 2 0 5 0 年までに二酸化炭素排出実質ゼロ と

する、 ゼロ カ ーボン シテ ィ を 目指し 、 町民・ 事業者・ 行

政の「 オール広川」 で脱炭素社会の実現に向けて、 全力

で取り 組むこ と を こ こ に宣言し ます。

令和４ 年 1 2 月 9 日 広川町長 渡邉 元喜

カ ーボンニュ ート ラ ルと は？

　 温室効果ガスの排出を全体と し てゼロ

にするこ と を意味し ます。

　 つまり 、CO2 などの温暖化ガスの「（ 人

為的） 排出量」 から 、 植林、 森林管理な

どによ る「（ 人為的） 吸収量」 を 差し 引

き ゼロにすると いう 意味。 カ ーボンニュ ート ラ ルの達成のためには、 温室効果ガスの排出量の削減

並びに吸収作用の保全及び強化をするこ と が必要です。

広川町ゼロカ ーボンシティ 宣言


